
地
域
の
「
声
」
を
ま
ち
づ
く
り
に  

行
政
懇
談
会

地
域
の
「
声
」
を
ま
ち
づ
く
り
に  

行
政
懇
談
会

　
町
長
・
幹
部
職
員
が
地
域
に
出
向
き
、
町
の
将
来
像
で
あ
る

「
ま
ち
が 

い
き
い
き 
き
ら
め
く
は
り
ま
」
の
実
現
に
向
け
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
直
接
住
民
か

ら
お
聞
き
し
、
今
後
の
町
政
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

※

行
政
懇
談
会
で
い
た
だ
い
た
意
見
の

一
部
を
、
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
「
令
和
元
年
度
予
算
に
つ
い
て
」

石
ヶ
池
自
治
会
　

８
月
31
日

午
前
10
時
〜
11
時
40
分

　
石
ヶ
池
集
会
所

　
参
加
者
50
人

■開催■行
政
　―

　
町
長
よ
り
令
和
元
年

度
予
算
内
容
（
主
要
事
業
等
）

に
つ
い
て
説
明
　―

自
治
会
　
町
道
本
荘
古
田
東
線
は

交
通
量
が
多
く
大
型
車
も
通
る

が
、
片
側
１
車
線
で
歩
道
が
な

い
。
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
路
側
帯
の
拡
幅
や

電
柱
の
撤
去
な
ど
に
よ
る
道
路

の
整
備
改
良
を
希
望
す
る

行
政
　
歩
道
に
関
し
て
は
路
線
全

面
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

用
地
取
得
が
必
要
な
道
路
拡
幅

は
簡
単
に
は
で
き
な
い
の
で
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い

自
治
会
　
小
中
学
校
の
夏
休
み
を

短
く
す
る
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
が
、
い
つ
か
ら
か

行
政
　
教
育
長
か
ら
の
諮
問
に
対

し
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
６
日

程
度
短
縮
す
る
答
申
を
播
磨
町

教
育
課
程
検
討
審
議
会
か
ら
得

た
。
今
後
、
教
育
委
員
会
で
審

議
を
行
い
、
実
施
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く

自
治
会
　
ご
み
処
理
施
設
が
高
砂

市
で
稼
動
す
れ
ば
播
磨
町
の
焼

却
場
は
撤
去
さ
れ
る
の
か
。
粗

大
ご
み
は
有
料
の
所
が
多
い
が
、

今
後
播
磨
町
で
も
持
込
み
の
ご

み
が
有
料
に
な
る
可
能
性
は
あ

る
の
か

行
政
　
ご
み
処
理
が
広
域
化
に
な

っ
て
も
播
磨
町
は
今
の
サ
ー
ビ

ス
か
ら
後
退
し
な
い
方
針
で
あ

る
。
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・

粗
大
ご
み
は
広
域
で
処
理
す
る

が
、
他
は
今
ま
で
ど
お
り
町
で

処
理
す
る
の
で
、
収
集
も
持
ち

込
み
も
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。

住
民
の
方
々
の
分
別
の
ご
協
力

に
よ
り
ご
み
の
減
量
化
、
無
料

化
の
継
続
に
繋
が
っ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
努
力
し

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
図
っ
て
い

き
た
い

自
治
会
　
昨
年
、
台
風
に
よ
る
避

難
準
備
情
報
が
出
さ
れ
た
が
、

対
象
地
区
だ
け
で
な
く
災
害
の

内
容
も
知
ら
せ
て
ほ
し
い

行
政
　
担
当
と
協
議
し
て
災
害
情

報
ま
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
考

え
た
い

自
治
会
　
投
票
率
向
上
の
た
め
の

取
り
組
み
は

行
政
　
投
票
率
が
低
い
若
い
世
代

を
対
象
に
、
播
磨
南
高
等
学
校

で
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、
期

日
前
選
挙
事
務
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
っ
て
い
る
。
小
中
学
生

向
け
に
も
「
大
中
遺
跡
ま
つ
り
」

な
ど
で
ブ
ー
ス
を
設
け
啓
発
し

て
い
る
。
ま
た
、
放
送
設
備
が

あ
る
自
治
会
に
は
前
日
や
当
日

に
投
票
を
呼
び
か
け
る
放
送
を

お
願
い
し
て
い
る

自
治
会
　
人
工
島
の
企
業
か
ら
の

税
収
は
ど
の
程
度
か

行
政
　
町
の
法
人
住
民
税
の
約
30

％
、
固
定
資
産
税
の
約
37
％
を

占
め
て
い
る

自
治
会
　
長
寿
祝
金
と
し
て
80
歳

で
１
万
円
も
ら
っ
て
い
る
が
、

も
う
少
し
増
額
し
て
ほ
し
い

行
政
　
近
隣
自
治
体
が
ほ
と
ん
ど

廃
止
し
て
い
る
中
、
播
磨
町
で

は
80
歳
や
90
歳
な
ど
、
節
目
の

年
に
祝
金
を
贈
っ
て
い
る
。
望

ま
れ
る
十
分
な
形
で
は
な
い
と

は
思
う
が
、
町
と
し
て
精
一
杯

の
敬
意
を
表
し
た
制
度
と
し
て

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

▼
問
合
せ
　
企
画
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
６

11
月
５
日
は「
津
波
防
災
の
日
」

　
11
月
５
日
は
、
１
８
5
4
年
に
発
生
し
た
安
政
南
海
地
震
の
発
生

日
に
ち
な
ん
で
「
津
波
防
災
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
播
磨
町
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
す
れ
ば
津
波
が
到

達
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
津
波
防
災
の
日
に
関
連
し

た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
日
　
11
月
２
日
㈯

　
第
29
回
大
中
遺
跡
ま
つ
り
の
実

施
に
合
わ
せ
て
、
は
り
ま
津
波
ひ

な
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま

す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
皆
さ
ま
の
ご
自

宅
で
好
き
な
時
間
に
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
訓
練
を
３
分
間
実
施
後
、
津

波
避
難
目
標
地
点
で
あ
る
「
大
中

遺
跡
公
園
」
「
野
添
北
公
園
」
に

歩
い
て
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
で
、

津
波
避
難
に
か
か
る
時
間
や
労
力

を
体
験
し
て
い
た
だ
く
訓
練
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

兵
庫
県
南
海
ト
ラ
フ
地
震

津
波
一
斉
避
難
訓
練

▼
実
施
日
　
11
月
５
日
㈫

午
前
10
時

　
兵
庫
県
及
び
兵
庫
県
瀬
戸
内
海

沿
岸
・
淡
路
島
15
市
町
に
お
い

て
、
令
和
元
年
度
兵
庫
県
南
海
ト

ラ
フ
地
震
津
波
一
斉
避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
を
活

用
し
た
訓
練
放
送
、
緊
急
速
報
メ

ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）
を
活
用

し
た
訓
練
メ
ー
ル
の
配
信
、
役
場

庁
舎
内
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
訓
練
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
訓
練
の
実
施
や
、
津
波
発
生

時
の
行
動
確
認
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
　
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
９
９
１

兵
庫
県
企
画
県
民
部
　
災
害
対
策

局
災
害
対
策
課

☎
０
７
８
（
３
６
２
）
９
８
１
０

は
り
ま
津
波
ひ
な
ん
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
問
合
せ
　
加
古
川
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
９
（
４
２
７
）
６
５
４
１

防
災
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

　
　
　み
ん
な
の
ま
ち
は
み
ん
な
で
守
ろ
う

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
１
時

ま
で
に
大
中
遺
跡
ま
つ
り
の
会
場

で
あ
る
大
中
遺
跡
公
園
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
受
付
ブ
ー
ス
に
到
着

し
た
人
に
は
、
記
念
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
（
先
着
３
０
０
人
）

　
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
グ
ル
ー

プ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
　
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
０
９
９
１

※

津
波
災
害
発
生
時
は
、
喜
瀬
川

以
西
に
住
ん
で
い
る
人
は
「
大
中

遺
跡
公
園
」
へ
、
喜
瀬
川
以
東
に

住
ん
で
い
る
人
は
「
野
添
北
公

園
」
を
目
標
に
「
よ
り
遠

く
、
よ
り
高
く
」
避
難
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
当
日
は
、
喜
瀬
川

以
東
に
住
ん
で
い
る
人
は

お
手
数
で
す
が
「
野
添
北

公
園
」
到
着
後
、
大
中
遺

跡
ま
つ
り
受
付
ブ
ー
ス
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

はりま津波ひなんウォーキングの流れ 

自宅を出る３分前を 

発災時間とし、3分間の 

シェイクアウト訓練を行う！ 

前日までに決めた避難経路で 

避難行動（ウォーキング）を 

開始する！ 

受付ブースで記念品をゲット！ 
（先着300名限定） 

訓練終了後は大中遺跡まつりを楽しむ！ 

無料巡回バスで 

帰りも楽チン！ 

大中遺跡公園・野添北公園 

までの避難経路を 

防災マップを使って決める！ 

播磨町 危機管理グループ 
〒675-0182 加古郡播磨町東本荘1丁目5番30号 

TEL 079-435-0991   FAX 079-435-7901 

E‐mail kikikarni@town.harima.lg.jp  

 

令和元年11月2日（土） 自分の都合の良い時間から訓練開始！ 
※大中遺跡公園受付ブースは９時３０分から１３時までとさせていただきます。 

第７回 

（画像：日本シェイクアウト提唱会議） 

大中遺跡まつりに歩いて行くだけ！簡単避難訓練！ 

１１１101010分！分！分！   

南海トラフ巨大地震での 

 津波到達予想時間は・・・ 

　
こ
れ
か
ら
寒
い
時
期
に
な
る
と
、

家
庭
で
火
を
取
扱
う
機
会
が
増
加

し
、
ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
る
た
め
、
秋

季
火
災
予
防
運
動
事
業
の
一
環
と

し
て
、
防
災
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
４
日
㈷

　
正
午
〜
午
後
４
時

▼
場
所
　
ニ
ッ
ケ
パ
ー
ク
タ
ウ
ン

（
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
及
び
屋
外
の

広
場
）

▼
内
容
　
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
の
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
①
に
て
、
片
平
敦

氏
の
防
災
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
防
火

啓
発
劇
、
は
し
ご
乗
り
、
チ
ア
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
、
消
防
救
助
隊
に
よ

る
救
助
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す

　
ま
た
、
様
々
な
啓
発
ゾ
ー
ン
①
、

展
示
ゾ
ー
ン
②
、
体
験
ゾ
ー
ン
③

プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
④
を
設
け
、
防
火

防
災
に
関
す
る
楽
し
い
催
し
を
行

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。
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